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本書は、その初版が、'91年4月 に発行 され

ている。その前年、'90年 には、「メセナ協議会」

が発足 し、国においては芸術文化振興基金が設

立されるなど大きな動 きがあ り、 フィラソソロ

ピ―や公的支援のあり方をめ ぐって議論がおき

ていたので、芸術文化関係者にとってはまさに

待望の書であった。筆者も当時、北海道の道東

地域(関 東平野 と同 じ面積の所に5市)で 、お

や こ劇場の専従 として、一人でも多 くの子 ども

たちに生の舞i台芸術 と触れ合 う機会をつ くろう

と走 り回っていた。文字通 り走 り回 りながら、

劇場や文化団体の財政基盤の弱 さを痛感 し、何

とかこのような努力が社会的普遍性をもったも

のとして位置づけられないかと考えていた頃で

あった。そんな時の本書 との出会いは、鮮烈で

あり、ついに自ら大学院にて文化経済学を学ぶ

ことになった次第である。実践の場か ら本書を

読んだ時に何故鮮烈な印象を受けたのか、経済

学を少 しばか り学んだ眼で、とらえ返すという

スタソスで本書の書評を試みたい。

L本 書の構成

丸善 ライブラリ―の新書版 とい う厚 さであ り

ながら、本書の内容は広範に及び、 しかも財政

学や厚生経済学のみな らず人権に関する経済学

や芸術の経済学という理論的にも新 しいわ くぐ

みを含んでいる。"心 の豊かさ"な どとい う計

量の困難なものを経済学的に分析 しようとすれ

ば、従来のわ くぐみでは無理であろ う。ではそ

れに変わるわ くぐみは?と い う問いに、 日本で

は、初めて応えた書であると思われる。

本書は5つ の章か ら構成 されている。第1章

「いま、文化 と経済について考える」では、 日

本の現状についての分析の中か ら、文化を経済

学的に観 る視点を提起 している。第2章 「文化

経済学は何を考えているのか」では、文化政策

とフィラソソロピ―について歴史的経過 も含め

て解 き明かし、第3章 「文化経済学とラスキソ」

では、ラスキソの学説を現代的に生か しなが ら

文化経済学理論の源流が語 られている。第4章

「文化 と金銭の価値とその評価をめ ぐって」で

は、芸術文化をどのような財とみるべきかにつ

いて、社会的評価や価格形成 に触れなが ら言及

している。最後の第5章 「いのちと くらしの文

化的価値を考える」では、再度、文化 とは何か

を問い直 し、文化経済学はどの様な経済学の上

に組み立てられ るべきかを考慮 している。次に

多岐にわたる内容の中か ら、文化経済学 とは何

かを考える上で、本書の特徴 と思われる点を拾

い上げてみたい。

2.本 書の特徴

(1)文化 とは人間の発達を支えるもの

本書は、その冒頭で"生 存"と"生 活"の 違

いに触れている。生活には文化が不可欠であ り、

文化 とは"相 互の個性か ら学び合 う雰囲気を高

めること"で あると している。 また芸術を"深

いコミュニケ―ションの媒体である"と もとら

えている。他の著書によくあるが、芸術や文化

を単 に市場における財 として とらえるのと、本

書のように、人間一人一人の"生 きがい"や 発

達、そ してそれを実現する社会的関係 と、 とら

えるのとでは、経済学的分析の前提が全く異なっ

たものとなる。ラスキソやA.セ ンにその理論

的基礎 を求めているのは、文化の経済学を人間

の発達や人権、そ してその実現のための社会的
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ルールの経済学 として考えようとしているため

である。経済学的にも新 しいわ くぐみの提起で

ある。

(2)芸術文化の二面性―私的財と公共財

(1)の文化の定義からもわかるように、芸術や

文化は、個人にも社会にも貢献 しうるものであ

るか ら、私的財としても公共財 としても位置づ

ける事ができる。社会的な資産 として位置づけ

る事で公的支援の理論的根拠が明快 に与えられ

ているのである。アメリカでは、すでに1966年

にボーモルとボ―エソによってその理論的基礎

が与えられているのであるが、その内容につい

ても、芸術作品が社会的に評価 される機会をつ

くること、消費者が自分にとって適当な財を選

択する機会をつ くること、消費者が適切な選択

ができるように、享受能力を高めることの3つ

を公的支援の役割 として紹介 している。さらに

芸術文化を社会的イソフラス トラクチャ―の1

つとしてとらえている点も本書の特徴である。

⑬固有価値概念と享受能力との出会い

芸術や文化の価値に"固 有価値"と いう新た

な価値概念を導入 している点が特徴である。固

有価値とは、物そのものが本来持 っている価値

の事で、人間の生を物質的に支えるという科学

的側面と、人間の精神活動の対象となるとい う

芸術的側面の二重性をもっている。固有価値は

享受能力を持 った人々に享受されては じめて有

効的な価値になる、 とい うのが次の段階の定義

である。そ してその享受も人間においては科学

的認識や思考 と感性的芸術的享受とい う二面性

をもったものとして考えられているのである。

さらに、享受能力を高めることこそが、供給の

あ り方や資源配分を高める鍵を握 っているとい

う分析に進んでいる。 この立場は、どちらかと

いうと、供給サイ ドにウェイ トがあると思われ

るマルクス経済学や物の交換時点のみを問題に

す る従来の消費者主権論 とは異なっている。財

は購入 しただけでは有効的な価値 とはならず消

費す る過程で人間の生に貢献 しては じめて価値

になるという理論である。 この概念は一見す る

と計量不可能で主観的なように見えるが、人間

の生活過程を見事 に説明 しているのである。こ

の固有価値概念は地域におけ る固有の 自然や文

化、伝統を科学的に継承発展 させるノウハウの

継承、発展 としてとらえる事 もできる。以上の

事か ら、固有価値は享受能力 との出会いという

面か らは市場のあり方を、 ノウハ ウの継承発展

とい う面からは地域づ くりのあ り方を問 う理論

的基礎となっているのである。

(4)芸術文化の市場や公的支援のあり方

芸術や文化 の固有価値を実現す る市場 とはど

うあるべきかが次の課題である。その際、固有

価値 と享受能力のよ りよい出会いをつ くるため

のアー トマネジメソ トの役割にも言及 している。

またよりよい出会いを創 り出すためのわ くぐみ

や社会的ルールを創 ることを、国や 自治体 の役

割 として位置づけている。 よりよい市場 を支え

る条件として制度や公的支援が位置づけられて

いるのである。公的支援のあ り方としては、'4

6年 にケイソズがイギ リスの芸術評議会をつ く

る時に考えた ことが、"ア ームス レソグスの原

則"と して紹介されている。

支援はするが口は出さず芸術団体の自主性を

尊重するこの原則は芸術への支援 を考える上で

の基本であろ う。さらに、本書は、多様な芸術

家の登場のためにも、多様な支援 のあ り方が必

要 として、税制優遇や公益法人の役割をアメ リ

カのマ ッチソグ補助金の例を引用 して述べてい

る。文化についても福祉国家型かノソプロフィッ

トを含めた混合経済の中で考 えるのか問われて

いるのである。

芸術 ・文化 を地域に共通の資産=公 共財とし

てとらえ、固有価値概念を使 ってあるべき市場

のあ り方を考 えた時、フィラソソロピ―の理論

もより明確なものとなって くる。 フィラソソロ

ピ―は公正な分配の問題を含むものであるが、

そこにおける公的資金の必要性、非常利法人の

活動の基盤を用意する税制の問題 も絡んで くる。

一人一人が享受能力を高め適切な財と出会 うた

めには、個人における知的資産の蓄積 と多様な

選択方法が用意されなければならない。 この辺

は極めて現実的な課題 ともなっている。
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3.文 化経済学の今後の課題

文化経済学の基本となる理論のわ くぐみにつ

いて大きく提起 している本書か ら示唆されるこ

とはたいへん多い。その示唆の中からい くつか

今後の課題 となるであろう事を筆者の視点で述

べてみたい。

(1)福祉と文化の経済学

文化を人間にとっての"生 きがい"と とらえ、

福祉を"欠 落 したものを補 う"で はな く、"人

間が一人一人生 き生 きと生活す ること"と とら

える時、福祉 と文化は限 りなく近づいて くる。

ア― トセラピ―の事例をみても、人間の生を支

えるものとして文化と福祉は不可分のものと思

えるのである。 この文化 と福祉を社会的なシス

テムとしてどう理論化 してい くかが、現実の社

会 を見た時切実 な課題 として提起 されているよ

うに思 う。

(2)生活文化 と芸術文化

文化を"市 場"と"地 域"の2つ の視差で観

る事は本書から得た貴重な視点である。さらに、

固有価値 と享受能力の出会いを考えた時、芸術

文化は一面では生活文化の中を くぐりぬけては

じめて価値 となるとい う問題につ きあたらざる

を得 ない。地域の中で生活文化がどのように育

まれ、芸術文化と接 してどのように変化 してい

くのか、また逆に芸術文化はどのように して生

まれ、享受者の中で生活文化 として受けとめら

れ、どのような変化をとげるのか、また生活文

化 と芸術文化 を媒介するものは何か?等 、地域

における固有価値の形成発展史 として考 えてみ

たいQ

何 と言 っても文化経済学は新 しいジャソルで

ある。 日本の中で芸術家が10万 人、その うち食

べていける人が2万 人という数字もあるように、

芸術や文化をめ ぐる問題は山積み している。そ

うした中で、文化を人権とコミュニケ―ション

を基礎と して理解 し、そ こから経済学的な理論

を構築 している本書の意義は大 きい。享受能力

に光をあてた理論は、多 くの芸術文化関係者や

鑑賞団体に励 ましを与 えると同時に、今後 の研

究に与える示唆は大変大きいと思われる。また、

今後、都市政策におけるリソケージファクター

として文化や環境がクロ―ズアップされて くる

であろう事を考える時、地域のもっている自然

や文化 ・伝統の継承発展を理論化す る固有価値

論の持つ意味と、その方法論は、 この分野にお

いても、大 きな示唆を与 えるだろうと思われる。
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